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平成 21年度 SGST総会および第１回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 21年 4月 17日(金) 15：00～17：30 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ３階 大学院講義室  
出席者：久保，宇佐美，葛，小塩（名城大），後藤，小畑，永田，海老澤（名工大），伊藤，山田，

舘石，北根，石川（名大），青木，鈴木（愛工大），酒造（大同大），木下（岐阜大），川西（豊田

高専），坂井田（坂井田技術士事務所），杉山（杉山設計事務所），安藤（富士 E），園部（JIP），
安藤，穐山（コベルコ科研），泉野（玉野Ｃ），乾（大日Ｃ），森谷，加藤（海洋架橋・橋梁調査会），

加藤（長大），山本（サクラダ），古田土（トピー），加藤（中日本Ｃ）,原田（創建），鷲見（八千
代E），山田，神頭，高橋，水野（日車） ,織田，中川，加藤，阪野，松村（瀧上） 

43名(敬称略)   
1．総会 

 平成20年度関連議事（司会 山田前幹事長） 
(1) 代表挨拶 久保前代表 
(2) 平成20年度活動報告（久保前代表） 

1) SGST総会、定期研究会6回について報告が行われた。 
2)研究委員会の報告が行われた。 
 道路橋示方書の背景ＷＧ，高力ボルトの多列配置に関する検証（山田委員長） 

   報告書は後日会員専用ＨＰに掲載予定。 
3)平成20年度活動報告集の配布（受付時）。 
4)平成20年度会計報告が会計監査担当より行われた。 

平成21年度関連議事（司会 織田新幹事長） 
(1) 平成21年度の役員構成、紹介を行い、役員が承認された。（織田新幹事長） 
ＳＧＳＴ代表 ：後藤 芳顯（名古屋工業大学） 
幹事長 ：織田 博孝（瀧上工業） 
事務担当 ：松村 寿男，中川 賢治（瀧上工業） 
会計担当 ：加藤 幸男，佐藤 徹也（中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
会計監査 ：葛 漢彬（名城大学） 
企画担当 ：水野 剛規（日本車輌製造） 
研究会担当：小塩 達也（名城大学），川西 直樹（豊田工業高等専門学校），北根 安雄（名

古屋大学），鈴木 森晶（愛知工業大学），永田 和寿（名古屋工業大学）， 
酒造 敏廣（大同工業大学） 

ＨＰ担当 ：原田 敏之（創建） 
(2) 後藤新代表により挨拶が行われた。 
(3) 平成21年度 定期研究会の予定について 
(4) 平成21年度 研究委員会について 
   (3)，(4)については、アンケートを行うことが報告された。（織田新幹事長） 
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2．定期研究会（後藤委員長） 

講演題目 『長スパン対応の複合橋梁の開発と限界状態設計法』 
講演者 長岡技術科学大学 教授 長井正嗣 先生 
講演内容 
今日取り組むべき、「新設」、「維持管理」に関わる課題について講演い頂いた。 
「新設」については、第二東名建設スタートより、より経済的な鋼系橋梁として開発された、シ

ンプルな構造形態をもつ合成少数主桁橋（特に 40～60m）について紹介された。また、世界の設
計コードの紹介と施工事例とともに、土木学会鋼構造委員会の性能照査限界状態設計法（鋼・合

成構造標準示方書）の取組みを紹介して頂いた。 
「維持管理」については、仮定から説明できる（国民の納得する）技術者の役割の重要性を紹介

頂いた。加えて、今後の橋事業の展開に関わる検討課題について紹介頂いた。 
本発表については参加者の関心も高く、活発な質疑応答が行われた。 

以上// 
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平成 21年 4 月 17 日 SGST 第 1 回定期研究会 

 

講演題目：「長スパン対応の複合橋梁の開発と限界状態設計法」 

 

講演者： 長岡技術科学大学 教授 長井正嗣 先生 

 

講演要旨： 

今日取り組むべき課題として、大きく「新設」、「維持管理」に関わる課題があり、後

者の比重が大きくなっている。「維持管理」につては、講演者の研究室で取り組んでい

る課題(ヘルスモニタリング、CFRP 補強 etc.)を簡単に紹介させていただき、つづいて、

新設に関わる話題となるが、タイトルにある課題を中心に紹介させていただく。 

15 年前、第 2東名建設スタートにあわせ、より経済的な鋼系橋梁として開発された、

非常にシンプルな構造形態をもつ合成少数主桁橋は、現在では一般的となっており、と

くにスパン 40～60m で数多く建設されている。 

 一方で、それ以外のスパン領域では、RC,PC 系橋梁が競争的と評価され、建設数を圧

倒している。そのため、鋼系橋梁に関わるエンジニアの取り組むべき課題の一つとして、

長スパン領域での新しい橋、競争的な橋の開発が挙げられる。 

 以上の対応策として、講演者は、1)設計法改革(LSD 導入)、2)新しい構造(2 重合成桁、

ハイブリッド桁)の導入、3)HPS の導入、の 3 つの”Innovation”の combination を提

唱している。上記の提案の背景、根拠を含めた詳細を紹介し、あわせて今後の橋事業の

展開に関わる検討課題について私見を紹介する。 
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